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家庭における受動喫煙曝露と食事摂取との関連について
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目的　家庭における受動喫煙者の食事摂取を非受動喫煙者および喫煙者と比較し受動喫煙曝露と疾病との関

係における交絡要因を明らかにすることを目的とした。

方法　発癌要因の評価に関するコホート研究の一環として宮城県涌谷町で行ったベースライン調査の女性回

答者を対象とし，喫煙者，非喫煙者のうち受動喫煙者および非受動喫煙者について36品目の食品に関す

る頻回（多量）摂取者の割合を比較した。分析は非受動喫煙者に対する受動喫煙者，喫煙者における食

品頻回摂取のオッズ比をlogistic modelにより計算した。

成績　対象者のうち女性喫煙者は101人，また非喫煙者のうち家庭における受動喫煙曝露状況の有効回答者

は1,978人であり，うち受動喫煙者が1,392人（70.4％），非受動喫煙者が586人（29.6％）であった。受

動喫煙者は，牛乳・ヨーグルト，にんじん・かぼちゃ，トマト，柑橘類，柑橘類以外の果物の頻回摂取

のオッズ比が有意に1より小さく，一方，豚肉，漬物，佃煮，清涼飲料，コーヒー，味噌汁の頻回摂取

のオッズ比が有意に1より大きかった。また受動喫煙者と喫煙者はおおむね同様の食事傾向を示した。

結論　本邦住民を対象に家庭における受動喫煙者と非受動喫煙者の食品摂取状況を比較した。その結果，受

動喫煙群では緑黄色野菜，果物の頻回摂取者の割合が少なく，過去の研究結果と一致した。また新たな

知見として味噌汁，漬物，佃煮といった食塩を多く含む伝統的日本食および嗜好飲料のうちコーヒー，

清涼飲料の頻回摂取者の割合が受動喫煙群で多い傾向を認めた。したがって家庭における受動喫煙と疾

病との関係を検討する際には食事による交絡の有無を広範に検討する必要がある。
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